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ている. また， ヨーロッパ述合 (EU)の実質的な首都であるブリュッセルとは，たかだか]00キロ





















( 1 ) リール大都市中核j世域 (C田urcle I・a以 lomeration)
( 2 ) リール大都市j也:tjî~ (A以 lomeralioncle Lille) 
( 3 ) リールプミ都市圏 (Lil!e[vletropo]e) 
( 4 ) リール広域間(.A汀onclissementcle Lille) 
( 5 )リール影響留 (Airビc1i凶 uencer的icle山 elle)








リール大都市圏 、‘. ‘ 
。 lOkm リール広域圏





COllllllunaute Urbaine cle Lille (略称CUDL)であったが，近年になって LilleMetropoleに改称した.
「リール広域菌J は，フランスの行政地域区分では県の F位に位置する郡 (arronclissement)の領
































加にとどまった. とくに， ] 906年からゆ]]年の 5年1，¥1に，本地域は全フランスの人口増加の 3分の l
を担うほどの人口成長を示した.
しかし，第一次世界大戦後から現在に至るまで人口増加の速度は一様ではなく， 1968年までの増加
は顕著であったが，その時点を過ぎると人口の伸びは著しく鈍化した(第 2Izl). また，第 1表が示
すように，ノール・パドカレ地j或が，従来，そして現在も人口増加を続けうる要因は，自然増加によ
るものであり，他方，社会増加は年々マイナスの値を高めている.
1 )ール大都市圏の中核には， リール市が位置する.その人口は， 1975年に189，650，1982年に
168.524， 1990年に172.149であり 人口減少の傾向を呈示し，大都市圏内の都心部の空洞化が進んで‘























社会1自力1 I~I r!~ j:t;Q 力 11 人LJ増加 年変化本 % 
社会増JI 1= W~増加 人i二IJ将力1 フランス全{本
195.1-62年一1.98万人 28.l4J:j人 26.21万人 -0.07 1.0J 0.94 1.00 
62-68 - 4.84 20.41 15.57 -0.21 0.91 0.70 L12 
68-75 -1J.94 21.56 9.62 -0.44 0.80 0.36 0.83 
75-82 -14.66 16.60 J.94 -0.53 0.60 0.07 0.46 
82-90 -17.10 20.32 3.22 -0.54 0.64 0.10 0.51 
(INSEEの資料による)
] 968年以降， リール広域留の人口増加は停滞期に入った. 1968年から1975年までの間に，人口はわ


















第 3図 1)ール広域間の人11変化 (J982-901j'.)






モロ yコ人は炭鉱に アルジェ J)ア人は繊維産業に従事した.
1982i1三に， リール広j或圏内に80，816人の外匡i人が)苦住し，彼らは全人口の8，6%に相当した. しか




東部七クターには， 1982年に広域圏内の全外由人の54%が集まっていた. i前述のように， 1990年以
降，外国人数は減少しつつあるが，ルーベとツールコワンの両市を合わせると， 1990年現在，広域圏
全人口に占める割合






























1) -)レj三者Is-n:fl歪iは， フランスの大者1)i'!J-1習の仁jコでは， 人仁:1構JiえからみてJ最も若ーいといえよう.すなわ
ち， 0-]ω9歳j層吾の人口カがf多く， 60ωj夜L幻以ゴユ、u上:二J層吾の割合カがf斗沖4宇村相、t沼i自3文対、J打j
J流1定iJ出一j品iH;は， J 968年以降， 20-39歳層の増大をもたらして，人仁!の高齢化が進みつつある. リ一ル大者都1$市
|罷圏歪翠iのi仁ヰ:1干村十:
の大者都iじ;汗叶T司市I:fと類{似Jj以丈、している. ただし大都市間の外縁部の小者I)i'!やj刻司令部で、は，高齢者が多くなっている.
ï~t述のように，若年層が多数を I~l め，それに対して高齢者が少数で、あることは，第 51~1 にみられる
ように人口ピラミッドの形状を組長いものにしている.ただし， リー jレilfで、は20-30歳層が多数を占










































リー ル 182.228 +5.9ム
ルーベ 95.629 -2.2T 
ツールコワン 93，386 -O.4T 
カレ 77.230 十2.6ム
ダンケルク 71.181 十1.2ム
ヴィルヌーヴ・ダスク 65.138 -0.3y 
ブーローニュ 44.784 十2.5ム
ワーテルロー 42，694 -2.2"" 












石炭業のn詰矢は， ]720年代にまでさかのぼる.石炭層は 1)ールilTの南方に 帯状に111びている.東
端のヴァランシエンヌから ，!1I方向へ向かつてドゥーエ，ランス，そしてリスJI近くまで，長さは約
] 20キロメートルに及ぶが， 11屈は1O ~]5キロにすぎない. 1主lTIE紀j習におおわれた石炭層が発見される
ことによって，石炭業が開始された.
石炭業の最盛期は1930年代であり，当時の産出量は3.500乃ー トンに及び， I~I 内生産量の 3 分の 2 に












に，そのi五]， 18億トンの石炭が当地から掘り II~U されたことになる.
( b )繊維業
当地域の繊維業は，古代にまでさかのぼるといわれるほと"I~Î い I仁:1判i































1974年 J 982iF 1988il'. 
従業員 I:#h数 従業員 工場ー 数 従業員 工場数
総数 % 総数 ヲ6 総数 ラ6 総数 % 土勾2じ干・すWx:入 % 総数 % 
繊維，衣IJlt，支1'1¥:T業 96.395 41.3 1085 J 7.4 59.452 33.8 784 13.7 38.142 29.0 630 J1.7 
金属・機械工業 45.329 19ヰ 1，264 20.3 36，918 21.0 932 16.3 27.246 20.7 986 18.3 
うち電気・電子工業 8.898 3.8 156 2.5 5.004 2.8 J 37 2.4 4.639 3.5 199 3.7 
化学工業 7.671 3.3 146 2.3 7.458 4 'I 125 2.2 5.850 4.4 110 2.0 
食品工業 19.251 8.2 758 12.2 J6.608 9.4 821 14.3 13β10 9.9 723 13.5 
建材，ガラス，七ラミ yク 4.296 1.8 179 2.9 2.986 1.7 123 2.1 2.022 1.5 119 2.2 
木材，家具 4.470 1.9 298 4.8 3.959 2.2 262 4.6 3.430 2.6 230 4.3 
製紙・ダンボー ル・印刷j 15.837 6.8 330 5.3 11.711 6.7 319 5.6 12.307 9.4 390 7.3 
コ、、ム・フ。ラスチック 3，821 1.6 94 1.5 3.138 1.8 87 1.5 3.558 2.7 104 1.9 
公共事業 34.270 14.7 1.978 31.7 30，677 17.4 2.134 37.3 24.403 18.5 J ，972 36.7 
その他 2.291 1.0 101 1.6 3β79 1.8 140 2.4 1.643 1.3 114 21 
左i士』3 233，63J 100 6.233 100 J75，986 100 5.727 100 131.611 100 I 5.378 100 
(ASSEDICの資料による)
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し，フランス全体の8.7%の生産量， 10.5% の輪出出荷量を I~めている.主な製 1131 は，缶詰，冷凍食




1)ールjよj泌をiにおける 1:業の偶成 (1988:(1'-)第 4表

























16 1 1.1 
28.7 13.7 
















































50 J 98J ij勾 1983 1985 ]087 








い.最も開業が古いのは，1922年のルドゥト (LaEecloll Le) 社で、あり 次いでトロワ・スイス (Les
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第9図 ノール・パドカレ地域を中心とした通話間 (J990年)


































た. リール大都市富を ~IJ にすると，人口 10万以上の都市圏は10 に達ーする. しかし，人口 3-9万の都




ノール・パドカレ地域における全学生数の 3分の 2 すなわち85.000人はリール大都市圏内に集中
している. リール大都市霞に立地する主要な大学は， li立大学が3校と私立大学がl校である. リー
ル大都市留のうちリール市とそれに隣緩するヴイルヌーヴ・ダスクには，大学生が合わせて76，000人
















































































れている. TGV北線が営業運ilを開始し，パリ・ J)ール!習がちょうど 1時間で結ばれるようになっ
たのは1993年のことである. さらに， 1994年にはユーロトンネルが開通し，ロンドン・リール間が約

















たといえる. 1985年に創設された iJ)ール大都市密工業誘致事務所J (APIM; Agence de la Promotion 
Industrielle cle la Metropole) は，こうした要請に対応する初期の試みであったといえよう. APIM 
は iJ)ール大都市国自治体連合j と fリール・ルーベ・ツールコワン商工会議所Jが共同で設立し
た組織であるが，活動を始めるとすく\工業部門にとどまらず流通部門やサービス部r~の事業所を国
際的に誘致することの重要性に気づき， 1989年には名称を「リール大都市圏1J81緊誘致事務所J (APIM; 
Aεence cle la 1コrOI1lotionInternationale c1e la Metropole) に変更している. さらに， 1990年には，
リール大都市圏の地域整備計画と地域発展戦略を構想するための組織として「リール大都市歯開発整




は rユーロシティ J (すなわちヨーロッパ・スケールでの都市発展)をめざして， リール大都市圏の
各所で多様な都市建設:卒業が展開されてきた. EU統合の流れに呼応するこれら諸事業のなかで，ま
さにその中核をなす卒業が， TGVのリール駅周辺地区を対象とする「ユーラリール」 開発事業であ
る.そこで以 i、ーでは， まず「ユーラリール」 開発卒業の動向を概観しその後に他の l~fJ0臼創出計画に
ついても街単に触れることにしたい.
1) rユーラ 1)- Jv J 開発卒業


































































m務紘 一 TGV (計画)




























が設けられ (199~ 年開業)，現在，大規模スーパーの「カルフー jレ」や約 150の専門広が入居してい
る.その他に，文化・教育機能(商業専門学校， Iりと廊Y!'I:;など)，居住・宿泊機能(;-J~ テル，学生m宿
舎など)，オフィス機能など さまさごまな機能をこの施設は含んでいる.
第二は， I}ール・ヨ一口ツノ¥!.NJ¥の i二にそびえたつ 2つの高層ビルである iクレディリヨネ」ピル
と「リールヨ一口 yノらピルがそれで， ともに思際的な企業のオフィスとして利用されることを想定
















たが，入居者難のために 2棟自の i1)ールヨーロ yノ勺ピルですら空室が自立つ状況である.著名!な
建築家の設計になる 2棟のオフィスピルは，賃借料金に相対的な割高!惑があるという問題点も指摘さ



















することが目指されており， 70ヘクタールの敷地には「エレクトロニクス産業ヨーロッパ都市J (Cite 



















かった. COPITは 5つのコミューン連合組織(フランス側の CUDL，ベルギー側の LEIEDAL，

























(1 リール大都 dilを1~\~ijlii;Jilhî (l998:i'j'.) J による)
COPlτ は，結成以来，公共交通をはじめとして上 l'水道・経済振興・地域計画など，多様な側面で
共同作業プロジェクトを推進してきた. また， 1998年には，これらの範域をすべてカバーする地域整
備計画 (GROOTSTADプロジェクト)の推進が決定され， EUの財政的援助を享受しながら， I~Jj克の
両組1]にまたがる真に一体的な大都市圏整備への道を踏み出した.
また， COPITとは枠組みが異なるが， リールやコルトライク， トゥルネ，ムスクロンなど6つの
議工会議所が連携した 'EUI~O-6J という組織もある.これは199] 年に成立したもので，国境をこえ
たインフラストラクチャーの整備(特に環状高速道路の建設)を主要な白襟にしてきた.Rtr節でも環
状高速道路について触れたが その計画推進には COPITや EURO-6も深く関与してきたのである.
2 )その他の自治体関連携組織
国境横断塑の連携組織を規模の大小にかかわりなく列挙すると， EUROREGION， INTERREG 
(ノー ル・ノfドカレ地I或と百フランドル地ブ])， INTERREG (ノー ル・ノfドカレ地j或とワロン地方)， 
COMINES-EUROPE. EUROZONEなどカてある.
159 


















ギ一国内における地域間対立の余波を受けて， J!在ほほ休眠状態で、ある. しかし， liJ境をこえて自治
体が協力関係をむすぶ先駆けになったという点で，この組織がもっjE史的意義は高い.
INTERREGは， li境地域のliI際協力を推し進めることを自的とした EU中心の事業であり， ヨー
l60 
ロッパ各地の I~境に多数の組織がみられる. これらのうち， リール大者間1習がl:ylJ与しているのは，第
15図に示した 2組織であるが， リールは 2組織に重複して係わる唯一の地区になっている.これは，
リール大都市i習がフランス誌とオランダ誌の言語J克界線をまたいで広がっているためであり，
INTEI<I{EGの枠組みの中でリール大都市圏は特例的に扱われている.
COivlIN ES-EUROPEとEUI{OZONEは， ともにプミ都市圏内部の i浪られた地区を対象とする I~I治付三連
携組織である.その意味では，特殊な地域条件に基づく局地的な組織といえる. しかし，それだけに
自治体1，1の連携は密按である. COivlINEシEUI{OPEは， I;:[]J完のリスJIをはさんでjljiPlJに存在する 2つ
のコミューン (Comine只と Comines-W 3rneton) が結成したお訟である.ベルギ-1WJのCominesは，
フランス諸国であるワロン地j或の飛び地であり，そのため 1~lj完をこえてフランス併!との結びつきが強











はいかない.かつてリールは， I~P克を背にした r180J支の大都市圏」として性絡づ、けられた. EU統
合にともなう国境の開放は， リールが「フランスの周辺j から「ヨ一口 yパの!こ!こi心」へと転換する口J
能性を!?奇いた.同時に， I~l境の開放は， 1)ール大都市留の直接的な競争相手として，フリュ yセルや















r産業転換J (reconversion) であったが， 1980年代後半以降になると íl~号放J (decloisonneme川ある








動態J (No.10041062)の成果の一部である.現地調査にあたっては，在フランス大使館今盟議氏， INSEE (フラン
ス統計経済研究所)ノール・パドカレ地域事務所の M.Delesalle氏ほかの方々， リール大都市器開発局の S
Denclievel 1天.，ユーラリール事務所の M.Pial氏， 1)一ル商工会議所の F.Berteloot氏ほかの方々など，関係諸機
関の方々の協力を得た. また，フランスiWJの研究分担者であるパリ・ソルボンヌ大学部学長 j同 R.Pitte教授と
1)ール科学技術大学の P.-J.Thumerelle 教授にはさまざまな便宜をはかつてJ1~し、た.製 Izl は本学の宮坂和人氏にお
願いした.ここに記して，深く!芸部する次第である
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Geographical Transforn1ation 
of the Lille Metropolitan Area under EU Integration 
Nobuo TAKAHASHI and Akira TEZUKA 
The spatial structure of the Lille :tvIetropolitan Area is very specific among French great 
cities. Firstly， its urbanized area crosses the Franco-Bel日ianborcler ancl is extenclecl largely on 
Belgian territory. This is the unique case in France. Seconclly， the Metropolitan Area has four 
ci ty -cen ters， i.e.しile，Eoubaix， Tourcoing ancl Villeneuve cl'Ascq. The multi-centric spatial 
structure like Lille is very rare in France， to. Lille has lon日 suffereclfrom these clou ble 
hanclicaps for urban ancl economic c1evelopment. 
The openin立ofnational bounclaries uncler the European inte立rationhas bγought a c1rastic 
chan只eon the geographical situation of the Lille Metropolitan Area. Formerly， Lille was 
charactcl‘izecl as the northern cleacl-end of France. \~lith the Channel Tunnel ancl TGV， Lille is 
novvaclays one of the most accessible cities in lhe European core area. To make the best use 
of this favorable conclition， the mctropolitan government of Lille has launchecl several big 
projects iu the 1990's. 1n this paper， the authors examined various aspects of theεeographical 
transformation in the Lille Metropolitan Area uncler such changin立circumstances.








ル グランパレjが見られる TGVの専用軌道は，この区間を地下で通過するが，ユーラリール ・セ
ンターをはさんでフランドル駅の反対側にリ ール ヨーロッパ駅がある.
(フランス国土地理院， 1995年撮影)
164 
写真2 事業開始前のユーラリール地区
(1989年)
ユーラリール地区の造成事業
が開始されたのは， 1990年のこ
とである.ここは要塞施設のす
ぐ外側に位置していたため，軍
事上の理由で長らくオープン ・
スペースであった.
(ユーラリール社提供)
写真3 造成途上のユーラリール地区
(1993年)
ユーラリール・センターが左
倶IJに，リール ・ヨーロツノT駅が
中央右側に見える 前者がオー
プンしたのは1994年9月であり ，
後者が旅客を受け入れ始めたの
は1994年5月のことである.
(ユーラリール社提供)
写真4 完成に近づいたユーラリール地
区 (1997年)
リール・ヨーロッパ駅の上に
そびえる 2つの高層ビル(クレ
ディリヨネ ・ピルとリールヨー
ロッパ・ピル)は，そ れぞれ
1995年と1996年に完成した.
(ユーラリール社提供)
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写真5 ユーラリール ・センター
カルフールを中心とする大型
ショッピングセンターは，地下
に大きな駐車場を備え，庖舗の
種類や顧客層などといった点で，
近接する都心商庖街と相互に補
い合うように構想された.
(1998年，手塚撮影)
写真6 クレディリヨネ・ビル(左側)
とリールヨーロッパ ・ピル(右側)
外国企業を引きつけるために
2つの高層ビルの設計にあたっ
ては，国際的に著名な建築家が
起用された.
(1998年，手塚撮影)
写真7 アンリ マチス公園
リール・ヨーロッパ駅から旧
市街の方向を撮影したものであ
る.手前の中心部に置かれてい
るのは，ミッテラン元大統領の
立{象.
(1998年，手塚撮影)
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写真8 ドゴール広場(グラン・プラス)
中世には，ここで市(いち)
が開催され，商業活動の中心を
なしてきた.広場の中央に置か
れた石柱とその上の女神像は，
フランス革命時に外国軍の侵入
を受けたさいの激しい都市攻防
戦を記念したものである
(1998年，手塚撮影)
写真9 旧商品取引所
17世紀に建設された商品取引
所の建物で，グラン・プラスに
面している .フランドル都市群
の一中心であったリールの商業
的繁栄を，象徴的に示す建造物
といえる .左奥の時計塔は商工
会議所であり，リールがフラン
ドル都市文化圏に属することを
示している.
(1998年，手塚撮影)
写真10 ジエントリフィケーションが進
む旧市街
大聖堂周辺の旧市街は，近年，
建造物の修復や改築が進められ，
l階部分には専門庖が入居する
などして次第に高級な街区に変
貌しつつある.
(1998年，手塚撮影)
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写真1 ユーロ ・テレポート
ルーベ市の都心近くに整備さ
れつつあるユーロ・テレポート.
外観は，繊維企業モットボス社の
建造物をそのまま利用している.
(1998年，手塚撮影)
写真12 旧炭団地帯における炭住地区
かつて多数の坑夫を収容して
いた炭住地区は，炭鉱が閉鎖さ
れた後，次第に通勤者住宅化し
つつある 炭住の改修・整備と
再利用の促進は，旧炭団地帯の
大きな課題である.ランス付近.
(1998年，手塚撮影)
写真13 ボタ山の再利用
ボタ山の再利用として，斜面
を利用したグラス ・スキー場が
整備されているところもある.
ランス付近.
(1998年，手塚撮影)
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写真14 ムスクロン付近の国境景観
国境をはさんで，ベルギー側
に商庖街が見られる場合が多い.
これは，かつての両国の物価水
準を反映 している 今日では，
フランス側に立地した郊外ショ
ッピングセンターで買い物する
ベルギー人が目立つ.
(1998年，手塚撮影)
写真15 メネン付近の国境景観
生活道路をはさんで右側がフ
ランス，左側がベルギーである.
陸続きの部分では，国境を示す景
観要素が次第に消滅しつつある
(1998年，手塚撮影)
写真16 税関の建物跡
国境規制の撤廃によって，機
能を停止 した税関施設 ムスク
ロン付近.
(1998年，手塚撮影)
